
 

船舶インシデント調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（電源喪失） 

発生日時 令和７年１０月２１日 １９時４０分頃 

発生場所 愛媛県大洲
お お ず

市青
あお

島南西方沖 

 伊予
い よ

青島灯台から真方位２３６°６.３海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°４０.６′ 東経１３２°２２.４′） 

インシデントの概要 引船蒼龍
そうりゅう

は、航行中、バッテリーの過放電（電源喪失）によって

クラッチが外れ、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和７年１０月３０日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

引船 蒼龍、１９トン 

 ２６０－３６３２０岩手、株式会社橋野潜建（Ａ社） 

 ディーゼル機関（２基）、船内機、４サイクル、出力４２６.５９kＷ

（／基）、回転数毎分２,０５０、６気筒、ボア１３２.９mm、使用

燃料Ａ重油、機関製造年月日不詳、平成８年１１月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北東、風力 ５、視界 良好 

海象：波高 約２ｍ 

 インシデントの経過 (1) 本インシデントに至る経過 

本船は、Ａ社が中古で購入後、船長ほか３人が乗り組み、船底

の清掃などの目的で、宮城県気仙沼市の造船所に向け、大分県佐

伯市の係船地を出航した。 

本船は、法定灯火を表示し、レーダー１台及びＧＰＳプロッ

ター２台を作動させ、船長が手動操舵で操船に当たり、他の乗組

員が見張りの補助を行っていた。 

本船は、青島南西沖付近を航行中、灯火類の明るさが落ちると

ともに航海計器等が作動しなくなり、両舷の主機の減速機付ク

ラッチ（以下「クラッチ」という。）が外れ、プロペラが回らなく

なった。 

船長は、主機等の電路を詳細に把握していなかったので、主機

を停止すると再始動ができなくなるのではないかと不安に思い、

主機の運転を継続し、再度クラッチを繋
つな

ごうとしたが繋がらず、

本船を錨泊させることとした。 

船長は、携帯電話でＡ社に本インシデントの発生を連絡すると

ともに、１１８番通報で救助を要請した。 



 

本船は、乗組員を乗船させたまま、巡視艇によって大洲市長浜

港にえ
．
い
．
航された。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 両舷主機等の制御電源 

① 本船の制御機器（主機の回転数、クラッチ等の制御機器）及

び航海計器は、バッテリーから給電されていた。 

② バッテリーは、直流発電機（以下「本件発電機」という。）に

よって充電されていた。 

③ 本件発電機は、右舷主機と繋がっているＶベルトを介し、同

主機の動力を利用して発電していた。（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 主機のクラッチは、操舵室の操縦ハンドルで操作された指令

が、バッテリーから給電された電源ボックスと称する機器（以

下「制御機器」という。）に入り、要求された指令を電源ボック

スから出力してクラッチの嵌
かん

脱が制御されていた。また、バッ

図１ インシデント発生場所概略図 
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図２ 両舷主機の制御電源の状況（概略） 



 

テリーから制御機器へ給電されなくなると、制御機器は作動し

なくなり、主機のクラッチは外れるようになっていた。（図３参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ クラッチの制御系統（概略） 

 

(3) 本件発電機 

① 本件発電機は、Ａ社が中古で購入して本船に設置した物であ

るが、購入前の整備記録がなかった。 

② 船長は、本船が出航後、本件発電機がＶベルトを介して回転

している状況を確認していた。 

③ 本インシデント発生後、修理会社担当者が点検した結果、固

定子巻線*1が焼損して発電できなくなっており、本件発電機は廃

棄された。 

分析 (1) 本船のクラッチの制御機器を作動させるためには、制御機器へ

バッテリーからの給電が必要であるが、バッテリーが過放電して

いたことから、制御機器に給電されず、制御機器が作動しない状

況になっていた。 

(2) 本件発電機の固定子巻線が焼損し、発電できない状態であった

ことから、航行中にバッテリーが充電できず、バッテリーが過放

電していたものと考えられるが、本件発電機が廃棄されており、

同巻線が焼損に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

(3) 本件発電機は、Ａ社によって中古で購入され、本船に設置され

ていたが、本件発電機の購入前の整備状況については、明らかに

することができなかった。 

(4) (1)～(3)から、本船は、航行中、クラッチの制御機器に給電さ

れなくなったことから、クラッチが外れ、運航不能となったもの

と考えられる。 

 
*1 「固定子巻線」とは、電力を発生させるのに必要な磁場を作るために巻かれた銅線をいう。 
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原因 本インシデントは、本船が航行中、本件発電機が故障したため、

バッテリーが過放電の状態となり、クラッチが外れ、プロペラに動力

を伝えることができなくなったことにより発生したものと考えられ

る。 

再発防止策 Ａ社は、本インシデント後、次の再発防止策を行い、乗組員に周知

した。 

・左舷機駆動の発電機を増設した。 

・発電機の発電状態が確認できるよう操舵室に表示灯及び電圧計を

設置した。 

・非常時に主機始動用バッテリーが使用できるようバッテリーの切

替スイッチ及び関連配線を設置した。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、初めて乗船する船舶に乗り組む場合であって

も、主電源及び補助電源の設備を含む機関装置の仕組みを理解し

てから出航すること。 

・小型船舶の船舶所有者等は、中古で機器を設置する際、同機器の

整備記録で状態を確認するとともに、同機器に劣化や不具合が認

められる場合には、同機器を整備した後に設置すること。 

 


